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イ　セエビ漁況の年変動について

藤　本　　　武

Ⅰ　請

茨城県沿岸で漁獲されるイセェどの量は他県に戟べて少く，漁況の年変動については久保1）の指摘したと

おり産業的に分布も北限であう，年変動の大きいことが報告された。永年の沿岸水温と漁獲量については著

者’5ら報告したとおカであるが，近年の漁況のキ・月別の変動について，比鮒この漁業に依存する川鍋

区の漁獲量を解析してとカまとめたので報告する。

Ⅱ　調査結果並びに老寝

1，永年漁況について

イセェどの永年の漁娃量と沿岸水温との関連性については前報2㌧報告したとおり，茨城県沿掛つ海域

で好漁年は1～4年前任の海況（特に沿岸水温）に多く支配され，第1図のとおり近年も同様の傾向を示
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第1図　永年の沿岸水温とイセエビ漁獲量
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している。永年の漁況を塩屋崎2～5月の5ヶ年移動平均水温第1図でみると・1920～25，’29

－51，・52へJd2の沿岸水温と1925－J24・55～55・ち9～も2の漁獲量はともに関連性が

みられる。塩屋崎の2－5月の5ヶ年移動平均水温が8～9℃以上の年が続き又・その後に親潮の卓越

がをければ好漁がみられ，それも他県と比較するほどの量では左い。つ紬・近年1ケ年間の平均水温の

状況をみるど52頃から14～15℃以上の年が続き好漁と売っていることが判る0

7　　8　　9（月リ

1，労　軸　も1　％2（年）

＿＿」トー漁獲t

一一づト・一出漁隻数

第2図　年・月別漁獲量（川尻）

や

jl属地夏における1959～，81の出漁隻数及びF
S）

漁獲量については前報　で報告したが，℃2の資料

を追加して年・月別に解析すると第1表，第2園の

とお漣である。年別にみると喀口が出漁隻数，漁獲．

量ともに多く，885．7晦，，81は5574Kp，

・59は494．5晦，，占2は511．8Kクの版と夜カ，

月別の漁獲量をみると7月が出漁隻数，漁獲量とも

に多く，次に8，占，9月の贋となす，9月の出漁

■　ば59だけであり普通，漁期は8月下旬から8月上

旬の約2ケ月間となり，イセェどの産卵時期に入る

8月中～下旬以前に終漁となっている○

き，単位当りの平均漁獲量について

・イセェどの単位当りの平均漁獲量を皐．・月別にして

みると第2表，第5図のとおカである。その傾向を

年別にみるど59，，80は8月にぼ80が59り

、もやや多いが，7，8月と近似した傾向がみられる占

，81と鳩2ぱ59，鳩ロの8，7月に比較して同じ

傾向を示していやが・東郷少く8月には急敦孜増

加がみられ，，59，，80とは逢った傾向を示してい・

ること＿が目立っている0

，59は8月に占晦で7月はス81毎と充カ8月に

75Kg，9月は5．5Kpと減少している。略0には‘

月に7時でテ月には噂，8月には4・8KFと減少し・
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第2表．年・月別，単位当力平均漁獲量（顆）
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第5図　年・月別の単位当少平均漁獲丑（川尻）

7，8月と資源の添加量が少ぐ59も

下か気味の傾向を示した。■81は8月

に5KPで59，，dDよりも少く7月に

4．8時で8月よりも幾分多く走力，8

月には15．5時と単位当りの平均漁獲

量が最も多く夜・少，資源の添加量が増

加したものと思われる。唱2はも1と

同様の傾向を示し8月に2－．5晦で少く，

7月に■4．7KP，8月に79晦と増加の

傾向がみられる。

，81，鳩2は漁期初めの占月に2．5

～5時で59，も0の㌢（域で少く．

7月には幾分増加し8月においては

，‘1は約2倍に増加し82ば59とほ

ぼ同様であるが，759ど80，’61と

，82は月別の単位当りの平均漁獲量か

らみると同様の傾向がみられ，59；

喝0が漁期の中頃から下向きであり，それに比較してる1，82は漁期中頃から終漁期の8月にかけて

急散に増加することが認められ，2～5倍の増加と売っている。これは他年丘接場所からの添加量が増

加していることと思われる。
7）

なお，単位当．カの平均漁獲量を大島，．野中　の報告と比較すると，伊豆周辺ではその範囲が0・■1～

1．9KFで平均1．1KPであカ，川尻はその範露が4・9～78晦で平均8．4秒と伊豆よりも多く約5倍と在

ってレヽる。

Ⅲ　摘　　　　　‾・要　■

1．イセエビの産業的な分布は太平韓侶腔は茨城県が北限であり，本県で漁獲された永年の漁獲量と笹屋一

崎の水温とを比較して次の結果を得た。好漁年は1～4年前任の海況に支配され塩屋崎の2，5月の5

ヶ年移動平均水温が8～90C以上の皐が続き又，近年は1ヶ年の平均水温が14～15℃以上で好漁年

と査？ている○■

2．■川尻の1959～も2の4ケ年間の＿イセエビの漁獲量と出漁隻数をみると，’占0が最も多く次に’81，

ち9，’占2と走力，’82はともだ80の紗哀なっている。

5，単位当りの平均漁獲量はも1，’占2がち9，も己と反対の傾向を示している。すなわち漁期初めの占

月においで59，も口は烏1，も2の2倍の漁獲量がみられ，7月にもほぼ2倍の増加であったが，8

月には烏1，も2がち9，も0の逆傾向を示し，漁期の中頃から終演期にかけて賀源の添加量が増加し
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4，大島・野中7）の計旨した伊豆周辺における単位当カの平均漁獲量を比戟すると本原は約絹の増狸と

在ってhる。
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